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１．家庭環境（親の所得や職業）の差が、子どもがどこまで教育を受けるかに影響が大き

い。学力と学歴の達成、名門校への進学など。 

 

２．学力低下の原因は「ゆとり教育」なのか、そして「つめ込み教育」は必要か。 

 

３．小学区制なのか大学区制なのか。 

 

４．初等教育から中等教育において「学校外教育」の役割が大きい。 

 

５．公立校と私立校の差をどう見るか。 

 

６．高校、大学での教育内容が社会に出てからそれほど役立たない。 

例：高校における普通科、大学における人文科学など。 

 

７．文科系出身者と比較して、理科系出身者が昇進などにおいて不遇である。 

 

８．公共部門の教育費支出額（例えば対 GDP 比率）が OECD 諸国中最低水準である。 

 

 


